
 

 

  

1977（昭和 52）年 

2.10  「組合報」30号記事「全学合意運動の提案」。 

2.19  昭 51 期末手当及び昭 52入試手当要求書提出。期末手当 （基本給＋家族手当）×1.0 ヵ月分以上 

入試（病院勤務特別）手当 基本給×1.0 ヵ月分以上 

2.19  昭 52 人試手当協定締結。（基本給＋家族手当）×1.0 ヵ月 

2.25  昭 51 期末賞与協定締結。（基本給＋家族手当）×1.0 ヵ月 

3.5   春闘討論集会。於：理工学部 852 教室。 

3.25 「日大白書」２号刊行。 

第１部  日本大学の現状と展望：第１章 日本大学の管理・運営、第２章 日大の経営と経理、 

第３章  教育と研究の条件、第４章 賃金、第５章 公費助成と日本大学 

           第６章 付属病院、第７章 付属高校、第８章 図書館 

第２部  組合の成立と発展：１．組合結成の経過、２．組合 10年のあゆみ 

         座談会 日大闘争と組合第３部 資料 

4.2   昭 52 べ・ア等要求書提出。基本給×22％ 

4.16  春闘決起集会。於：（会場不明）120名参加。 

4.18～23 リボン・エントツ闘争。 

4.19  第１回団交。 

5.14 「日大白書」第２号出版記念教研集会。於：文理学部 343 教室。 

5.19  昭 52 夏季一欄寺金要求書提出。（基本給＋家族手当）×2.3 ヵ月＋10.000 円 

5.26  春闘討論集会。於：労金ホール。 

※5.27 日教組が６年ぶりに教育白書「日本の教育」発表。教育荒廃の現状を浮き彫りに 

6.2   昭 52 夏季「賞与」協定締結。（基本給＋家族手当）×2.3 ヵ月＋10,000 円 

6.16  昭 52 べ・ア（含定昇）等協定締結。基本給×9.8％＋4,000 円第 14回定期総会。於：労音会館。 

委員長 三宅忠和（経済） 

10.18 習志野高校支部結成。支部長 小西史朗、副支部長 鈴木進、書記長 栗田明 

10.20 昭 52 年末一時金要求書提出。（基本給＋家族手当）×3.5 ヵ月＋一律68,000 円 

10.24～11.5 エントツ闘争。 

10.29 決起集会。於：経済学部。 

10.31 第１回団交。 

委員長病気のため奥谷副委員長が代行。昭 52年末賞与協定締結。団交４回後。 

（基本給＋家族手当）×3.2 ヵ月＋一律 10,000 円＋一時金 20,000 円 

※12.12 春闘共闘会議第２回総会。賃上げ最低要求基準 12％とする 78春闘基本構想を決定。 

※12.13 入試に関し総長示達（入学時寄附金を徴収しないこと、個人紹介を受け付けないこと）［90年史］ 

12.15 「組合報」36号記事「日大改革への新たな一歩 入学寄附金・個人推薦制廃止に反響たかまる」。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


